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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

北
国
街
道
と
北
国
脇
往
還

第
22
回

黒
壁
ス
ク
エ
ア
の
誕
生

　

滋
賀
県
長
浜
市
と
言
え
ば
、
平
成
元

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
黒
壁
ガ
ラ
ス
館
を

中
核
と
し
た
、
黒
壁
ス
ク
エ
ア
が
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
成
功
例
と
し
て
よ
く
語

ら
れ
る
。
外
壁
面
の
色
か
ら
「
黒
壁
銀

行
」
と
親
し
ま
れ
て
き
た
百
三
十
銀
行

長
浜
支
店
が
、
昭
和
の
終
わ
り
に
取
り

壊
し
の
危
機
に
陥
っ
た
時
、
民
間
の
有

志
が
立
ち
上
が
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー

（
地
元
民
間
企

業
８
社
と
長
浜

市
が
出
資
）
の

株
式
会
社
黒
壁

が
設
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
、

銀
行
建
物
を
活

用
し
た
拠
点
施

設
と
し
て
、
ガ

ラ
ス
を
製
造
・
販
売
す
る
黒
壁
ガ
ラ
ス

館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
同
社
は
周
囲
の
伝
統
的

町
家
を
次
々
と
改
修
、
美
術
館
・
ガ

ラ
ス
シ
ョ
ッ
プ
・
工
房
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
と
再
生
し
、

黒
壁
ス
ク
エ
ア
と
呼
ぶ
商
業
・
芸
術

空
間
を
形
成
し
た
。
平
成
３
年
に
は

Ｊ
Ｒ
の
新
快
速
が
長
浜
駅
ま
で
延
伸

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
京
阪
神
か
ら
の

観
光
客
が
増
え
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
時
代
の
風
情
が
漂
う
和
風
建
造
物

の
中
に
、
近
代
的
な
ガ
ラ
ス
芸
術
が

息
づ
く
エ
リ
ア
と
し
て
、
滋
賀
県
随

一
の
人
気
観
光
・
産
業
ス
ポ
ッ
ト
へ

と
変
貌
を
遂
げ
た
の
だ
。

街
道
と
ま
ち

　

黒
壁
ガ
ラ
ス
館
は
、
長
浜
城

主
だ
っ
た
秀
吉
が
造
っ
た
城
下

町
で
あ
る
市
街
地
の
中
、
高
札

場
跡
で
あ
る
「
札
の
辻
」
の
北
東

角
に
建
ち
、
そ
の
十
字
路
は
、

江
戸
時
代
の「
北
国
街
道
」と「
た

に
く
み
道
」と
の
交
差
点
で
あ
る

こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
十
字
路
の
北
西
角
に

は
、「
右　

北
国
み
ち
、
左　

京

い
せ
道
」と
記
さ
れ
た
寛
政
８
年

（
１
７
９
６
年
）
建
立
の
道
標
が

建
つ
。

　
「
北
国
街
道
」は
、
現
在
の
彦
根
市
北

部
で
中
山
道
か
ら
分
岐
し
、
米
原
宿
よ

り
長
浜
宿
を
経
由
し
て
、
本
市
の
北
部

で
あ
る
木
之
本
宿
・
中
河
内
宿
か
ら
越

前
・
加
賀
方
面
に
向
か
う
。
道
標
の
文

ひ
と
が
行
き
交
い
輝
く
ま
ち　

長
浜
へ

長な
が
は
ま浜

市
長（
滋
賀
県
）　
藤ふ

じ

い井
勇ゆ

う

じ治

黒壁ガラス館

木之本宿のたたずまい
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字
は
、
美
濃
方
面
か
ら
来
て
こ
の
街
道

に
ぶ
つ
か
り
、
右
に
行
け
ば
北
国
（
越

前
・
加
賀
）、
左
に
行
け
ば
中
山
道
を

経
由
し
て
京
都
や
伊
勢
神
宮
に
至
る
と

い
う
意
味
に
な
る
。
江
戸
中
期
以
降
、

浜
縮
緬
を
中
心
と
す
る
繊
維
業
の
隆
盛

に
よ
り
、
長
浜
宿
に
来
訪
す
る
旅
客
が

多
く
な
る
こ
と
で
繁
栄
し
、
街
道
と
し

て
の
整
備
が
進
ん
だ
。

　

一
方
、
美
濃
方
面
へ
と
向
か
う
街

道
は
「
た
に
く
み
道
」
と
称
さ
れ
、
西

国
三
十
三
所
の
巡
礼
者
が
、
琵
琶
湖

に
浮
か
ぶ
第
三
十
番
の
竹
生
島
か
ら
、

第
三
十
三
番
の
美
濃
国

（
岐
阜
県
）谷
汲
山
華
厳
寺

へ
参
拝
す
る
場
合
に
使
っ

た
街
道
で
あ
る
。
黒
壁
ガ

ラ
ス
館
の
十
字
路
か
ら
東

へ
と
延
び
、
米
原
市
春
照

で
「
北
国
脇
往
還
」
に
合

流
、
県
境
（
か
つ
て
の
国

境
）
を
過
ぎ
て
美
濃
国
の

関
ヶ
原
宿
、
さ
ら
に
巡
礼

の
終
着
点
・
谷
汲
山
に
至

り
、
多
く
の
巡
礼
者
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

継
承
と
発
展

　

本
市
は
、
平
成
22
年
の

市
町
合
併
に
よ
り
、
琵
琶

湖
を
凌
駕
す
る
約
６
８
０
㎢
の
面
積
と

な
っ
た
。
特
に「
北
国
街
道
」が
貫
く
南

北
は
約
40
㎞
と
な
り
、
長
浜
宿
は
も
と

よ
り「
北
国
街
道
」と「
北
国
脇
往
還
」が

交
わ
る
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
木

之
本
宿
も
ま
た
、
本
市
の
重
要
な
街
道

ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
な
っ
た
。

　

木
之
本
宿
と
関
ヶ
原
宿
を
結
ぶ｢

北

国
脇
往
還｣

は
北
陸
方
面
か
ら
の
大
名

行
列
が
頻
繁
に
利
用
し
、
松
尾
芭
蕉
も

｢

奥
の
細
道｣

の
旅
の
最
後
で
こ
の
街
道

を
通
り
、
大
垣
に
至
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
木
之
本
宿
は
木
之
本
地
蔵
院

の
門
前
町
と
し
て
も
栄
え
、
毎
年
８
月

下
旬
に
開
催
さ
れ
る
「
木
之
本
地
蔵
大

縁
日
」
に
は
、
10
万
人
を
超
え
る
参
拝

者
で
に
ぎ
わ
う
。
今
も
古
い
商
家
の
町

並
み
が
良
く
保
存
さ
れ
、
黒
壁
ス
ク
エ

ア
と
双
璧
を
成
す
観
光
拠
点
と
し
て
、

人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て

き
た
長
浜
は
、
観
音
な
ど
の
多
く
の
文

化
財
を
有
し
、
戦
国
時
代
に
は
数
多
く

の
武
将
が
群
雄
割
拠
し
た
地
域
で
あ

る
。
平
成
28
年
11
月
に
は
、
豪
華
な
山

車
と
子
ど
も
歌
舞
伎
で
有
名
な
長
浜
曳

山
祭
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。
今
後
も
伝
統
文
化
や
歴
史

的
景
観
の
保
存
継
承
に
努
め
、
国
内
だ

け
で
な
く
、
世
界
が
注
目
す
る
国
際
的

な
観
光
都
市
と
し
て
さ
ら
に
魅
力
を
向

上
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

札の辻にて披露される長浜曳山祭の子ども歌舞伎

　

琵
琶
湖
の
北
東
岸
を
北
上
し
、
余
呉

湖
の
北
の
柳
ヶ
瀬
や
栃
ノ
木
峠
を
経
て

北
ノ
庄
へ
と
通
じ
る
北
国
街
道
は
、
か

つ
て
北
陸
と
京
阪
神
を
結
ぶ
重
要
な
街

道
で
あ
っ
た
。
多
く
の
旅
人
や
商
人
、

武
将
ら
が
頻
繁
に
往
来
。
長
浜
は
往
来

を
支
え
る
宿
駅
と
し
て
、
ま
た
湖
上
交

通
の
要
と
し
て
栄
え
た
。

　

今
も
、
街
道
沿
い
に
は
港
町
の
風
情

を
残
す
舟
板
塀
や
紅
殻
格
子
、
虫
籠
窓

の
家
々
や
土
蔵
の
あ
る
老
舗
の
商

家
、
道
中
安
全
を
願
っ
た
常
夜
燈

な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
昔
日
の

面
影
を
色
濃
く
と
ど
め
て
い
る
。

　

北
国
脇
往
還
は
、
北
国
街
道
の

木
之
本
宿
か
ら
中
山
道
の
関
ヶ
原

宿
ま
で
の
約
35
㎞
の
街
道
。
北
陸

と
東
海
を
結
ぶ
最
短
の
道
で
、

関
ヶ
原
で
伊
勢
街
道
と
結
ば
れ
て

い
た
。

一
口
メ
モ

北国街道と北国脇往還

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

滋賀県

岐阜県

琵琶湖

中河内

椿坂

柳ヶ瀬

伊部

春照

木之本

長浜

米原
鳥居本

彦根

関
ヶ
原

藤
川

北
国
街
道

北国脇往還

京
、
大
坂
と
北
陸
と
を
結
ん
だ
に
ぎ
わ
い
の
道


